
若年女性困りごと実態調査 【加賀市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ６９０ 千円

交付金額 ３３７ 千円

事業番号 1

・失業や収入減少といった貧困問題や社会のつながりの希薄によ
り孤立する女性が増えることが懸念される
・貧困や孤立、女性特有の困りごとなど具体的な課題が細分化され
ているものの、実情の把握ができていない

・調査回答
市内在住の15～25歳女性のうち1,520人にダイレクトメールを送付
回答実績 337件（22.17％）
回答目標 380件（25.00％）

・女性特有の困りごとの実態を把握するため、アンケート調査を実
施した。
・調査結果を報告書にて市民や市内事業者に公表した。
・本交付金を利用して実施する人材育成事業にフィードバックする
ことで、効果的に人材育成を目指す

・公益財団法人あくるめ
アンケート設問の設定や結果の分析を委託
委託先と協力関係にある大学教授にも助言をいただいた

・若年女性が減少し続けている当市において、女性が暮らしやすく
活躍できる環境づくりを行う施策を、本調査結果を基に具体化して
いく

・市内の15～25歳の女性が抱える潜在的な不安を可視化できた
結果報告書を市ホームページにて公開中
結果報告書ページへのリーチ数
実績 30件
目標 200件



事業の概要

アンケートはがき

調査報告書

困りごと実態把握アンケートの実施

・市内在住の15～25歳女性のうち無作為抽出した約1,500名に
ダイレクトメールにてアンケートを依頼

・市内4高校に協力いただき、全女子生徒にチラシを配布し、
校内へポスターを掲示

・親しみやすいデザインを作成

・結果分析にて大学教授より助言協力をいただいた
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